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と
、
社
長
の
舟
山
さ
ん（
１
９
５
０
年
、

北
見
市
生
ま
れ
）が
訴
え
る
。

「
大
麻
取
締
法
」で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
は

大た
い
ま
そ
う

麻
草
の
花
穂
と
葉
、
未
熟
な
茎
の
利
用
。

成
熟
し
た
茎
や
種
子
を
伝
統
工
芸
や
産
業

用
に
使
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

栽
培
に
は
知
事
が
交
付
す
る
大
麻
取
扱

者
免
許
が
必
要
に
な
る
。
免
許
に
は
、
大

学
や
警
察
、
麻
薬
捜
査
官
な
ど
が
取
得
す

る「
研
究
者
免
許
」と
、
農
家
が
取
得
す
る

「
栽
培
者
免
許
」が
あ
る
。

「
香
遊
生
活
」は
２
０
０
５
年
に
後
者
を
取

得
し
、
翌
年
か
ら
試
験
栽
培
を
始
め
た
。

品
種
は
栃
木
県
が
育
成
し
た『
と
ち
ぎ
し

ろ
』。
幻
覚
な
ど
を
引
き
起
こ
す
薬
理
成

分
の
含
有
量
は
ゼ
ロ
に
近
い
。

　

舟
山
さ
ん
は
ま
ず
、
種
子
を
増
や
し
た
。

だ
が
、
４
年
ほ
ど
経
つ
と
、
道
側
は
種
子

の
更
新
を
認
め
な
く
な
っ
た
。
や
む
な
く
、

譲
り
受
け
た
種
子
を
少
し
ず
つ
蒔
く
。
自

家
採
種
し
た
も
の
は
保
存
す
る
だ
け
で
、

播
種
で
き
な
い
。
理
不
尽
な
話
で
あ
る
。

「
産
業
用
大
麻
は
２
万
５
千
種
類
も
の
製

品
が
で
き
る
作
物
。
手
持
ち
の
種
子
が
あ

る
う
ち
に
、
な
ん
と
し
て
も
栽
培
の
門
戸

が
開
い
て
ほ
し
い
」（
舟
山
さ
ん
）

　

北
見
市
で
は
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
活
動
の

な
か
か
ら
産
業
用
大
麻
の
取
り
組
み
が
生

ま
れ
た（
後
述
）。
こ
れ
を
受
け
て
道
は
08

年
、「
北
海
道
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー
ト
ナ
ー
特

区
」の
な
か
で
、
同
市
の「
産
業
用
大
麻
栽

培
特
区
」を
認
定
し
て
い
る
。
に
も
係
わ

ら
ず
、
多
様
な
活
用
策
の
基
礎
に
な
る
試

験
的
な
栽
培
に
も
道
庁
が
き
び
し
い
規
制

で
臨
む
─
─
こ
れ
で
は
新
た
な
産
業
の
芽

を
摘
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

産
業
用
大
麻
の
可
能
性
を
探
る
前
に
、

「
大
麻
草
」や「
大
麻
」と
呼
ば
れ
る
植
物
の

特
徴
を
み
て
お
こ
う
。

　

中
央
ア
ジ
ア
原
産
と
さ
れ
る
雌
雄
異
株

の
ア
サ
科
の
一
年
草
で
、
世
界
で
20
数
種

あ
る
麻
の
一
種
。
別
名
は
ヘ
ン
プ
。
草
丈

が
高
い
も
の
は
数
カ
月
で
３
〜
４
メ
ー
ト

ル
に
も
生
長
す
る
。

　

茎
な
ど
か
ら
繊
維
が
得
ら
れ
、
実
は
食

用
に
な
り
、
油
も
採
取
で
き
る
な
ど
利
用

価
値
が
高
い
。
身
近
な
も
の
で
は
七
味
唐

辛
子
の
一
味
に「
麻
の
実
」が
使
わ
れ
て
い

る
。
伊
勢
神
宮
の
神
札
を
大
麻
と
呼
ぶ
由

来
に
な
っ
た
植
物
で
も
あ
り
、
神
道
と
の

深
い
関
わ
り
を
持
つ
。

　

日
本
で
は
、
麻
と
い
え
ば
古
来
か
ら
大

麻
草
の
こ
と
を
指
す
が
、
広
義
で
は
繊
維

作
物
の
総
称
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
同
じ

「
麻
」の
文
字
を
使
う
植
物
に
は
、
か
つ
て

道
内
で
も
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
ア
マ
科
の

亜あ

ま麻
、
イ
ラ
ク
サ
科
の
苧ち

ょ
ま麻

な
ど
が
あ
る

が
、
植
物
学
的
に
は
全
く
別
の
も
の
と
さ

れ
る（
次
頁
の
表
を
参
照
）。

　

赤
星
栄
志『
ヘ
ン
プ
読
本
』（
築
地
書
館
）

に
よ
る
と
、
大
麻
草
は
縄
文
時
代
に
日

本
列
島
に
渡
来
し
、
昔
は
三
草（
麻
、
藍
、

木
綿
ま
た
は
紅
花
）四
木（
桑
、茶
、楮
こ
う
ぞ

、漆
）

の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
初
期
ま
で
は
重
要
な
作
物
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　

戦
後
、
日
本
人
の
生
活
様
式
が
西
洋
化

す
る
な
か
で
、
麻
の
需
要
の
８
割
を
占
め

て
い
た
下
駄
の
鼻
緒
と
畳
の
縦
糸
の
需
要

が
激
減
し
、
生
産
農
家
は
他
の
作
物
の
栽

培
へ
と
転
換
。
１
９
４
８
年
に
施
行
さ
れ

た「
大
麻
取
締
法
」に
よ
る
１
年
ご
と
の
免

許
更
新
に
手
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、

50
年
に
全
国
で
４
０
４
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
っ
た
作
付
面
積
は
、
２
０
０
５
年
に
は

ルポライター
滝川 康治
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「産業用大麻」の可能性（前編）
江
戸
時
代
後
期
に
は
繊
維
作
物
と
し
て
北
海
道（
蝦
夷

地
）で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
大
麻
草
。
明
治
時
代
に
生

産
・
加
工
の
隆
盛
期
を
迎
え
た
が
、
そ
の
後
は
亜
麻

に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、戦
後
に
な
る
と「
大
麻
取
締
法
」

の
施
行
や
化
学
繊
維
の
普
及
で
姿
を
消
す
。
だ
が
90

年
代
以
降
、
欧
米
で
産
業
用
大
麻（
ヘ
ン
プ
）の
生
産

が
盛
ん
に
な
り
、
食
品
や
工
業
製
品
、
バ
イ
オ
資
源

と
し
て
の
有
用
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
唯

一
、
大
規
模
栽
培
が
で
き
る
条
件
に
恵
ま
れ
た
本
道

に
と
っ
て
も
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
作
物
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
生
産
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
新

分
野
に
挑
戦
す
る
人
た
ち
に
話
を
聞
き
、
産
業
用
大

麻
の
現
状
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

北
見
市
郊
外
の
丘
に
広
が
る
農
業
生
産

法
人「
㈲
香
遊
生
活
」（
舟
山
秀
太
郎
社
長
）

の
ハ
ー
ブ
農
園
。
北
海
道
内
で
唯
一
の
産

業
用
大
麻
の
栽
培
ほ
場
は
、
そ
の
一
角
に

あ
っ
た
。
面
積
は
約
60
坪
。
猫
の
額
ほ
ど

の
広
さ
に
す
ぎ
な
い
。

　

高
さ
３
メ
ー
ト
ル
近
い
フ
ェ
ン
ス
が
設

置
さ
れ
、
鍵
も
か
か
る
。
栽
培
免
許
を
交

付
す
る
道
庁
か
ら
の
指
導
が
あ
る
の
で
、

こ
う
し
た〝
盗
難
防
止
措
置
〟を
講
じ
な
い

と
栽
培
で
き
な
い
の
だ
。
な
ん
と
も
物
々

し
い
光
景
に
映
る
。

「
こ
れ
で
は
広
大
な
畑
で
産
業
用
大
麻
を

栽
培
で
き
な
い
。
栽
培
免
許
の
あ
り
方
が

変
わ
ら
な
い
と
、
農
業
生
産
と
し
て
成
り

立
ち
ま
せ
ん
。
規
制
を
緩
和
し
、
検
査
体

制
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
」

種
子
の
更
新
は
認
め
ら
れ
ず

理
不
尽
な
栽
培
条
件
に
憤
り
も

衣
、
食
、
油
な
ど
に
利
用
で
き
る

縄
文
時
代
に
渡
来
し
た
植
物

▲高さ 2.7 ｍ以上の柵で囲うことが道が示す栽
培条件。これでは農家に普及するのは難しい。
先進県の栃木にはこうした規制はない

◀盗難防止のため鍵をかけることも求められ
る。規制が過剰ではないか

姿
消
し
た
作
物
が
多
様
な
用
途
で
再
注
目

免
許
交
付
に
も
厳
し
い
道
の
対
応
に
疑
問

「㈲香遊生活」（北見市）のハーブ園の一角にある産業用大麻のほ場。免許を交付する道庁が種子の更新を認めず、面積は 60 坪ほどにすぎない。
道は北見市を「産業大麻栽培特区」に認定しているのだが…
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９
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
激
減
し
た
。
今
で

は
、
神
社
の
鈴
縄
や
し
め
縄
、
弓
道
の
弦
、

古
典
芸
能
の
楽
器
、
横
綱
の
化
粧
回
し
な

ど
の
用
途
で
使
わ
れ
る
程
度
と
い
う
。

　

大
麻
草
の
品
種
は
薬
用
型
と
中
間
型
、

繊
維
型
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
違
い

は
Ｔ
Ｈ
Ｃ（
デ
ル
タ
９
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ

ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）と
Ｃ
Ｂ
Ｄ（
カ
ン
ナ
ビ
ジ

オ
ー
ル
）と
い
う
ふ
た
つ
の
化
合
物
の
割

合
で
決
ま
る
。
薬
用
型
の
葉
や
花
穂
に
は

Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
、
人
間
が
摂
取
す

る
と
陶
酔
感
や
幻
覚
な
ど
の
薬
理
作
用
を

治
時
代
、
亜
麻
や
大
麻
の
収
穫（
一
部
は

製
麻
作
業
も
）と
近
隣
地
域
で
の
サ
ケ
・

ニ
シ
ン
漁
を
組
み
合
わ
せ
た
移
動
労
働
も

盛
ん
だ
っ
た（『
北
海
道
農
業
発
展
史
』）。

繊
維
作
物
の
生
産
は
、
北
海
道
の
産
業
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

明
治
末
期
〜
昭
和
期
の
大
麻
生
産
に
関

わ
る
統
計
数
値
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

軍
需
物
資
な
ど
の
原
料
と
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
た
。
道
立
衛
生
研
究
所
研
究
員
の
藤

本
啓
さ
ん（
薬
学
博
士
）執
筆
の「
北
海
道

と
大
麻
」に
よ
る
と
、
物
資
不
足
の
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
種
子
の
斡
旋
や
栽
培
が

奨
励
さ
れ
、
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
に
道

が
発
行
し
た
栽
培
技
術
資
料
も
残
っ
て
い

る
と
い
う（『
し
ゃ
り
ば
り
』第
33
号
）。
わ

た
し
が
暮
ら
す
上
川
管
内
で
も
、
１
９
３

９
年
に
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
40
年
に
29
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
作
付
け
さ
れ
た
と
の
記
録
が
残

る（『
北
海
道
上
川
農
業
試
験
場
百
年
史
』）。

　

戦
後
に
な
る
と「
大
麻
取
締
法
」の
施
行

も
あ
っ
て
、
細
々
と
栽
培
さ
れ
る
作
物
に

な
っ
た
よ
う
だ
。「
昭
和
20
年
代
後
半
ま
で

訓
子
府
町
な
ど
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
、
と

聞
く
。
麻
袋
や
ロ
ー
プ
な
ど
の
原
料
に
使

わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」（
前
出
の
舟

山
さ
ん
）。
本
格
栽
培
が
姿
を
消
し
て
長

い
歳
月
が
流
れ
た
。

　

一
方
、
毎
年
夏
に
な
る
と
野
生
大
麻
の

駆
除
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
。
昨
年
の
全

道
の
抜
き
取
り
総
量
は
１
６
１
万
本
。
北

見
保
健
所
管
内
の
５
市
町
で
44
％
を
占
め
、

最
大
だ
っ
た
。
同
管
内
の
野
生
大
麻
押
収

量
も
全
道
の
７
割
強
を
占
め
る（
７
月
30

日
付
け『
朝
日
新
聞
』道
内
版
）。

　

も
と
も
と
日
本
に
入
っ
て
き
た
大
麻
は

繊
維
型
で
、
向
精
神
作
用
が
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ

成
分
は
わ
ず
か
し
か
含
ま
れ
な
か
っ
た
と

さ
れ
る
。
前
出『
ヘ
ン
プ
読
本
』で
は
、
大

正
時
代
に
品
種
改
良
の
目
的
で
導
入
さ
れ

た
大
麻
草
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
含
ん
で
い
た
た
め
、

遺
伝
的
に
優
勢
な
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
の
大
麻
草

に
変
わ
っ
た
、
と
解
説
し
て
い
る
。
だ
が
、

北
海
道
で
は
い
つ
品
種
改
良
が
な
さ
れ
、

ど
ん
な
過
程
を
へ
て
野
生
化
し
て
現
在
に

至
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

「
15
年
前
に
設
立
し
た『
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

研
究
会
オ
ホ
ー
ツ
ク
』の
活
動
の
な
か
で
、

お
金
を
か
け
て
捨
て
て
い
る
も
の
に
価

値
が
あ
る
の
で
は
─
─
と
考
え
た
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
足
下
を
見
直
す
と
大
麻
が
あ
っ

た
。（
野
生
大
麻
を
）毎
年
何
10
万
本
も
抜

き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
営
々
と

し
た
生
命
力
が
あ
り
、
地
政
学
的
に
も
合

う
植
物
と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
」

　

と
、
舟
山
さ
ん
が
振
り
返
る
。

　

本
業
は
建
設
業
で「
舟
山
組
」の
３
代
目
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら「
北
見
の
ハ
ッ
カ
は

世
界
一
」と
思
い
、
い
つ
か
自
分
の
手
で

復
活
さ
せ
た
い
と
願
っ
た
。
21
年
前
に
社

内
に
ハ
ー
ブ
事
業
部
を
立
ち
上
げ
、
97
年

に
は
農
業
法
人
と
し
て
分
離
独
立
。
新
分

野
を
開
拓
し
、
各
種
ハ
ー
ブ
の
栽
培
と
関

連
商
品
の
展
示
・
販
売
の
両
輪
で
事
業
を

続
け
て
き
た
。

　

02
年
、
舟
山
さ
ん
は
麻
を
合
法
的
に
活

用
し
て
い
く
た
め
、
同
研
究
会
に「
麻
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
た
。
翌
年
に

ド
イ
ツ
、
06
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
、

産
業
用
大
麻
の
活
用
状
況
を
視
察
す
る
。

「（
ド
イ
ツ
の
）メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ
社
が

車
体
の
吸
音
断
熱
材
に
大
麻
繊
維
を
使
っ

た
り
、
住
宅
用
の
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
に
代
わ

る
素
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
育
種
技
術
が
進
ん
で
お
り
、
研

究
所
に
種
子
を
集
め
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
成
分
の
少

な
い
大
麻
の
品
質
管
理
を
や
っ
て
い
た
。

日
本
は
技
術
的
に
追
い
つ
け
る
、
我
々
も

そ
う
し
た
管
理
シ
ス
テ
ム
を
創
っ
て
い
き

た
い
、
と
思
い
ま
し
た
ね
」

　

現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会
員
は
21
人

ほ
ど
。
建
設
業
者
や
北
見
工
大
な
ど
の
研

究
者
、
地
元
の
金
融
機
関
や
道
開
発
局
北

見
農
業
事
務
所
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
、
事

務
局
は
市
産
業
振
興
課
に
置
く
。
地
道
な

欧
州
の
視
察
で
有
用
性
に
自
信

北
見
で
工
業
製
品
を
作
る
夢
も

主な麻の種類と用途
※「麻の総合利用研究センター」ＨＰ（www.hemp-revo.net/report/）より

1937 年発行の『帝国製麻株式会社 30 年史』には「創立当初は道産
大麻を盛んに使用した」との記述も。写真は明治時代の札幌工場

も
た
ら
す
。
薬
用
型
の
葉
や
花
穂
を
乾
燥

さ
せ
た
も
の
が「
マ
リ
フ
ァ
ナ
」で
、
一
部

の
国
を
除
く
世
界
中
で
規
制
薬
物
の
対
象

に
な
っ
て
き
た
。
日
本
で
は
、
医
療
用
大

麻
の
利
用
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
繊
維
型
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
量
が

０
・
25
％
未
満
の
も
の
で
、
欧
米
で
は
繊

維
利
用
を
目
的
に
品
種
改
良
し
た
麻
を

「
ヘ
ン
プ
」と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。
冒

頭
の「
香
遊
生
活
」が
栽
培
し
て
い
る
の
は
、

こ
ち
ら
の
品
種
で
あ
る
。

　

な
お
現
在
は
、
家
庭
用
品
品
質
表
示
法

に
基
づ
い
て「
麻
」の
表
示
が
認
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
亜
麻（
リ
ネ
ン
）と
苧
麻（
ラ

ミ
ー
）だ
け
で
、
ヘ
ン
プ
は
指
定
外
繊
維

と
し
て
扱
わ
れ
、
製
品
に「
麻
マ
ー
ク
」を

付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
店
頭
で
販
売

さ
れ
る「
麻
の
服
」は
、
亜
麻
や
苧
麻
の
繊

維
で
作
ら
れ
て
い
る
。

　

北
海
道
に
お
け
る
大
麻
栽
培
の
歴
史
を

少
し
調
べ
て
み
た
。

　

山
本
正
氏
の
労
作『
近
世
蝦
夷
地
農
作

物
年
表
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
）な

ど
３
部
作
に
よ
る
と
、
大
麻
栽
培
に
関
す

る
記
述
の
始
ま
り
は
１
７
０
０
年
代
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
。

「
蝦
夷
地
。
女
に
は
麻
を
う
え
て
紡
績
を

お
し
へ
」（『
地
北
寓
談
』）、「
モ
ン
ヘ
ツ（
現

紋
別
市
）。
麻
作
七
八
尺（
２
メ
ー
ト
ル
余

り
）計
ニ
生
長
し
」（『
蝦
夷
日
誌
』）と
、
18

世
紀
後
半
に
は
繊
維
作
物
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
。
幕
末
の
探
検
家
で
北
海
道
の

名
付
け
親
・
松
浦
武
四
郎
の
日
記
に
は
、

道
南
の
上
ノ
国
や
今
金
を
は
じ
め
、
太
平

洋
側
か
ら
千
島
列
島
に
か
け
て
の
東
蝦
夷

地
で
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
大
麻
を
栽
培
し

て
い
る
旨
の
記
述
も
。
山
本
氏
の
著
書
に

は
、
明
治
以
前
の
大
麻
栽
培
に
関
連
す
る

地
名
と
し
て
44
カ
所
が
登
場
す
る
。
衣
料

な
ど
の
原
材
料
と
し
て
、
古
く
か
ら
利
用

さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
開
拓
使
が
屯
田

兵
な
ど
の
収
入
源
と
し
て
栽
培
を
奨
励
し
、

１
８
７
５（
明
治
８
）年
に
は
札
幌
に
製
網

所
が
建
設
さ
れ
、
大
麻
を
原
料
に
し
た
漁

網
の
加
工
が
地
元
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
１
８
８
７（
明
治
20
）年
に
北
海

道
製
麻
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
道
庁
が

栽
培
奨
励
に
乗
り
だ
し
、
ふ
た
た
び
作
付

け
面
積
が
増
え
て
い
く
。

　

道
立
総
合
経
済
研
究
所
編『
北
海
道
農

業
発
達
史
』に
は
、
明
治
30
年
代
初
め
ま

で
の
大
麻
作
付
け
推
移
が
載
っ
て
い
る
。

同
社
の
設
立
時
に
１
１
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
っ
た
も
の
が
３
年
後
に
は
約
７
倍
に
急

伸
。
１
８
９
６（
明
治
29
）年
に
は
１
６
０

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

「
製
麻
工
業
の
発
端
は
大
麻
」（『
帝
国
製
麻

株
式
会
社
50
年
史
』）だ
っ
た
が
、
亜
麻
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
で
状
況
が
変
わ
る
。
日

本
の
亜
麻
生
産
は
明
治
初
期
、
ロ
シ
ア
な

ど
か
ら
の
輸
入
種
子
を
使
い
、
北
海
道
で

始
ま
っ
た
。
冷
涼
な
気
候
風
土
が
生
育
に

適
し
て
い
た
。

　

一
方
、
大
麻
は
繊
維
が
粗
く
硬
い
た
め

近
代
的
な
紡
績
機
に
か
け
に
く
い
こ
と

が
分
か
り
、
北
海
道
の
製
麻
業
は「
大
麻

と
亜
麻
の
二
本
柱
」か
ら
亜
麻
が
主
流
に

な
っ
て
い
く
。
石
狩
管
内
当
別
町
で
は
明

ア
イ
ヌ
の
人
々
も
栽
培
の
記
述

亜
麻
導
入
や
法
施
行
で
姿
消
す

大麻で作られた神事用の大
おおぬさ

幣を前に舟山秀太郎さん
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研
究
・
調
査
を
続
け
る
一
方
、
講
演
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
を

積
み
重
ね
て
き
た
。

「
麻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
描
く
産
業
用
大
麻

の
有
効
性
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

【
農
業
分
野
】

①
畑
作
３
品（
小
麦
、
ビ
ー
ト
、
ジ
ャ
ガ

　

イ
モ
）の
次
の
作
物
に
な
り
得
る

②
根
が
深
く
、
土
壌
改
良
剤
と
し
て
の
効

　

果
が
期
待
で
き
る

③
農
薬
や
化
学
肥
料
を
必
要
と
せ
ず
、
耕

　

作
放
棄
地
な
ど
の
保
全
に
役
立
つ

 

④
大
規
模
機
械
化
農
業
に
も
向
く

⑤
収
穫
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー（
作
業
受
託

　

組
織
）方
式
を
活
用
で
き
る

【
工
業
分
野
】

①
２
万
５
千
種
類
の
製
品
が
で
き
る
の
で
、

　

植
物
由
来
の
素
材
に
よ
る
脱
石
油
社
会

　

の
構
築
に
つ
な
が
る

②
大
半
が
稲
藁
か
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
代
用
さ

　

れ
て
い
る
神
社
の
し
め
縄
や
鈴
縄
の
素

　

材
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
文
化

　

と
民
族
の
伝
統
を
守
れ
る

③
各
種
建
材
や
内
装
材
の
開
発
で
シ
ッ
ク

　

ハ
ウ
ス
症
候
群
な
ど
を
解
消
で
き
る

④
セ
ル
ロ
ー
ス
を
使
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

に
加
工
す
る
こ
と
で
、
家
電
や
パ
ソ
コ

　

ン
、
携
帯
電
話
な
ど
の
新
素
材
と
し
て

　

も
期
待
で
き
る

　

建
設
業
者
の
舟
山
さ
ん
は「
北
見
で
は

工
業
製
品
の
開
発
に
特
化
し
た
い
」と
力

を
込
め
、
こ
う
言
葉
を
続
け
た
。

「
今
後
、
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）に
参
加
し
た
ら
、
地
域
の
農
業
や

経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
。
我
々
は

〝
第
５
の
作
物
〟と
し
て
産
業
用
大
麻
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
住
宅
用
の
建
材
や
断
熱

材
な
ど
の
工
業
製
品
に
加
工
し
て
い
く
と
、

北
海
道
の
域
際
収
支
を
増
や
す
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。（
産
業
用
大
麻
の
）畑
の
近
く

に
工
場
を
造
り
、
地
域
の
自
立
を
果
た
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

夢
は
広
が
る
が
、
行
く
手
に
は
行
政
が

示
す
き
び
し
い
栽
培
条
件
が
立
ち
は
だ
か

る
。
規
制
緩
和
を
求
め
る
日
々
が
続
く
。

「
道
産
米
は
か
つ
て〝
猫
ま
た
ぎ
〟と
敬
遠

さ
れ
、『
お
い
し
い
米
の
育
種
が
で
き
る
の

か
？
』と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
30
年
か
け

て
新
品
種
が
登
場
し
、
北
海
道
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
産
地
に
な
っ
た
。
わ
た
し
は
、

こ
れ
ま
で
日
本
一
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
で

稲
の
試
験
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

余
生
は
日
本
一
マ
イ
ナ
ー
な
大
麻
の
普
及

に
懸
け
た
い
。
栽
培
農
家
が
増
え
る
よ
う

応
援
し
、
メ
ジ
ャ
ー
な
作
物
へ
と
転
換
さ

せ
て
い
き
た
い

で
す
ね
」

　

と
話
す
の

は
、
今
年
２
月

に
発
足
し
た

「
北
海
道
産
業

用
大
麻
普
及
促

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
北
海
道
ヘ

ン
プ
ネ
ッ
ト
）」

の
世
話
人
代
表

を
務
め
る
菊
地

治
己
さ
ん（
50

年
、
岩
手
県
生

ま
れ
）だ
。

　

昨
年
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
上
川

農
業
試
験
場
の
場
長
を
最
後
に
定
年
退
職

し
た
。
現
役
時
代
は
道
産
米
の
育
種
に
携

わ
り
、『
な
な
つ
ぼ
し
』や『
ゆ
め
ぴ
り
か
』

な
ど
17
品
種
を
育
成
し
た
経
歴
の
持
ち
主
。

有
機
農
業
の
支
援
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

02
年
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
北
見
農
試

の
作
物
研
究
部
長
を
務
め
た
と
き
、
視
察

に
訪
れ
た「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
会
オ

ホ
ー
ツ
ク
」の
メ
ン
バ
ー
と
出
会
う
。
そ

の
こ
ろ
北
見
地
方
は
、
化
学
肥
料
の
や
り

す
ぎ
に
よ
る
硝
酸
態
窒
素
の
汚
染
問
題
で

悩
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
北
見
農
試
が
産

業
用
大
麻
の
栽
培
試
験
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
余
分
な
窒
素
分
を
た
く
さ
ん
吸
収
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

輪
作
体
系
に
組
み
入
れ
る
と
、
葉
を
緑

肥
と
し
て
土
壌
改
良
が
で
き
る
。
病
気
に

強
く
、
農
薬
も
い
ら
な
い
の
で
有
機
農
業

に
向
く
。
繊
維
製
品
の
原
料
に
な
る
の
で
、

農
業
と
加
工
業
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
創
出
で
き
る
…
…
。

調
べ
て
み
る
と
、
産
業
用
大
麻
に
多
く
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
も
有
力
だ
。

「
大
麻
草
の
乾
物
生
産
能
力
は
き
わ
め
て

高
く
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
乾
物
重

量
は
稲
の
５
倍
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら

10
ト
ン
ほ
ど
の
油
が
搾
れ
る
の
で
バ
イ
オ

燃
料
と
し
て
有
効
で
す
。
地
域
の
な
か
で

産
業
用
大
麻
を
栽
培
し
、
油
を
搾
り
、
発

電
し
、
廃
熱
を
ハ
ウ
ス
の
熱
源
に
使
う
─

─
電
気
と
燃
料
、
熱
の
３
つ
を
供
給
で
き

る
。
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
自
給
し
て
い
く
農
業
の
可
能
性
も

あ
る
わ
け
で
す
」（
菊
地
さ
ん
）

　

昨
年
夏
、
使
用
済
み
の
麻
の
油
を
燃
料

に「
ヘ
ン
プ
カ
ー
」を
走
ら
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
主
宰
し
た
。
１
カ
月
か
け
て
道
内

を
一
周
し
、
産
業
用
大
麻
に
対
す
る
理
解

を
求
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
栽
培
や
普

及
を
求
め
る
２
千
人
余
り
の
署
名
を
集
め
、

高
橋
は
る
み
知
事
に
提
出
し
て
い
る
。

　

菊
地
さ
ん
は
昨
年
、
中
国
を
視
察
す
る

機
会
が
あ
り
、
世
界
一
の
長
寿
村
と
い
わ

れ
る
巴バ
ー
マ馬

も
訪
れ
た
。

「
そ
こ
で
は
、
麻
の
実
や
油
を
た
く
さ
ん

摂
取
し
て
い
ま
し
た
ね
。
中
国
の
辺
境
地

帯
で
は
、
繊
維
を
採
る
麻
の
栽
培
が
奨
励

さ
れ
て
い
る
。
抗
菌
性
が
あ
る
の
で
靴
下

や
軍
服
な
ど
の
原
料
に
な
り
、
余
っ
た
繊

維
は
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
世
界

に
輸
出
し
て
い
ま
す
」

　

と
振
り
返
る
。
手
応
え
を
感
じ
る
旅

だ
っ
た
よ
う
だ
。

「
北
海
道
の
産
業
用
大
麻
に
は
、
伝
統
的

な
工
芸
用
か
ら
大
規
模
栽
培
ま
で
、
幅
広

く
や
れ
る
強
み
が
あ
る
」と
捉
え
る
菊
地

さ
ん
は
、
地
域
レ
ベ
ル

で
の
取
り
組
み
を
重
視

す
る
。
す
で
に
、
北
見

の
ほ
か
十
勝
と
上
川
に

栽
培
や
普
及
を
推
進
す

る
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し

た
。「
栽
培
者
免
許
」の

取
得
を
め
ざ
す
人
も
増

え
つ
つ
あ
る
。

「
地
域
で
ま
と
ま
っ
て

い
く
と
公
の
目
標
に
な

る
。
地
元
自
治
体
が
賛

同
し
て
く
れ
る
と
、
道
や
国
も
対
応
し
や

す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
有
機
農
業
に
向
い

た
作
物
な
の
で
、
有
機
農
家
の
な
か
か
ら

興
味
を
持
つ
人
が
増
え
る
と
、
一
般
農
家

に
も
理
解
が
広
が
り
ま
す
。
十
勝
や
旭
川

の
中
小
企
業
家
同
友
会
の
な
か
で
麻
に
対

す
る
関
心
が
深
ま
っ
て
い
る
。
加
工
や
流

通
、
消
費
な
ど
の
分
野
で
も
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
と
、
幅
広
い
動
き
に
な
る
で

し
ょ
う
」

　

と
、
今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

今
年
、
日
本
麻
振
興
会（
大
森
由
久
代

表
）が
発
足
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
伝
統
芸

能
の
実
演
、
麻
製
品
の
展
示
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
な
わ
れ
た
。「
山
梨
や
千
葉
な
ど

の
関
東
圏
、
秋
田
や
青
森
で
も
栽
培
の
復

活
や
活
用
策
を
模
索
す
る
動
き
が
あ
る
」

（
菊
地
さ
ん
）。
道
内
外
で
少
し
ず
つ
関
心

が
高
ま
り
、
栽
培
や
普
及
を
め
ざ
す
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

次
号
で
は
、
道
内
各
地
で
新
分
野
を
追

求
す
る
人
た
ち
の
声
や
行
政
の
対
応
、
今

後
の
課
題
な
ど
を
紹
介
し
、
産
業
用
大
麻

の
可
能
性
を
探
る
。　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

■
農
業
生
産
法
人「
㈲
香
遊
生
活
」
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■
北
海
道
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ン
プ
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旭
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市
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菊
地

治
己
方
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０
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℻
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６
６
・
４
６
・
５
６
４
５

〝
日
本
一
マ
イ
ナ
ー
な
作
物
〟の

普
及
へ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
る

舟山さんが集めたヘンプ製品の一部。食用油や化粧品、箸、
ビール、建材…と幅広い

「香遊生活」は道内で唯一、「栽培者免許」を取得。
免許申請者は少しずつ増えている

「余生を日本一マイナーな産業用大麻の普及に懸けたい」と
話す菊地治己さん


